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市 橋 秀 夫 
 
Small-scale Farmers and their “Independence”: A Case Study of Alter Trade 





Alter Trade Japan, a leading fair trading company in Japan, began to import ‘people to people 
trade’ bananas from Negros, the Philippines, in 1989. From the very start, several consumer 
cooperatives in Japan committed to buying the organic bananas which were grown on a small-scale by 
poor Philippine farmers. The ultimate mission of this ‘people to people trade’ was to make small–scale 
Philippine banana growers ‘independent’.  
However, since the early twenty-first century, the appeal of this ideal has been clearly on the wane 
in Japan. One can observe the diminishing commitment of buying ‘people to people trade’ bananas 
among consumer cooperative members, the main purchasers of the bananas. The younger members, 
who are economically less secure than the older generations, in particular, tend to value quality and 
price, overlooking the social aspects of the fruit. Besides, the landscape of the language used in 
connection with such trade has changed substantially in recent years. For example, social scientists 
and social activists alike have increasingly become uncomfortable with the uncritical usage of the 
language of ‘independence’; for the language itself has now been cunningly adapted by Japanese 
neo-liberal governments who would like to reduce the amount of public expenditure for the socially 
disadvantaged.  
This article tries to examine the usage and validity of the language of ‘independence’ based on the 
author’s preliminary research on small-scale ‘people to people trade’ banana growers in Negros 
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Oriental, the Philippines. The lives and work of two growers are described in detail, and the article 
shows that there are areas in their lives in which one could call them ‘independent’. Recent complaints 
among growers about the unraised purchase price at the farm gate are also looked at, and the article 
argues that a certain revision is required for the language of ‘independence’ used at ATJ. 
 
キーワード：零細小農民，フィリピン，バナナ生産者，民衆交易，「自立」 




I  はじめに――『バナナと日本人』からバナナのオルタナティヴ交易の実現へ 
ロング・セラーで重版を続ける鶴見良行の『バナナと日本人』が岩波書店から刊行されたの
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4) ヨーロッパおよびアメリカ合衆国におけるバナナのフェアトレードの展開については，［Murray and 















II  ネグロス東州零細小規模バナナ農家調査の背景：時代状況の変化 
表1 バランゴンバナナ交易と消費者の関係性の変容 













（ATOs）」の歴史的発展を，(1) 1950 年代半ばから 1970 年代初期までの「善意による販売」，
























図１ 会員制消費者組織の食材カタログ（2014 年）にみるバランゴンバナナの位置づけ 
 









                                                          
5) ちなみに，日本への輸入バナナ総量の推移や国別輸入量の推移，日本に輸入されているバナナの総量
のうちにバランゴンバナナが占める割合などについては，2014年3月に行った筆者のセミナー報告の
収録された，［ATJ 政策室編 2014］を参照のこと。同報告書は ATJ ウェブサイトから無料ダウンロ
ード可能である。 


















地企業 ATC（Alter Trade Company），輸入貿易事業を行う ATJ，日本の民衆交易バナナ消費
者を組織している生協や食材宅配団体の主要アクター間で，明確に共有されているとは言えな
いように思われる。ATJ が 25 周年を機に，バランゴン交易の意義についてあらためて再検討
するためのプロジェクトを立ち上げ，外部の研究者も含めた現状調査に着手した理由もそこに
                                                          
7) ローラ・T・レノルズは，フェアトレード組織，社会的責任企業，一般民間企業それぞれの事業活動
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あった。 




す」［堀田 2012: 18-9］ことが，創業以来掲げられてきた目標だったといえるだろう。 















ない。……［日本ネグロス・キャンペーン委員会編 1998: 83］。 
 
上記の引用は，創設以来最近まで ATJ の代表を務めてきた堀田正彦氏の 1997 年当時の発言で
ある。ここでは，「自立」「自給自足」「民衆独自の経済システム」「民衆中心の経済」「オルタナ






                                                          
9) APLA とその活動については，そのウェブサイト http://www.apla.jp/で詳しく知ることができる。 
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動法人 APLA 編 2008: 8］。 
 







III  ネグロス小規模零細バナナ生産者調査 
 筆者は 2009 年 8 月に，ネグロス東州のバランゴンバナナ生産者の現地調査に関わった経緯
があり，その後 2011 年 3 月にも現地調査を行なった。2014 年 8 月に行なった調査で 3 度目の
現地訪問ということになる。調査はいずれも数日から 1 週間程度の短い調査であるので，本稿
の性格も中間報告的，試論的なものにとどまる。 
 2014 年の調査の概要は以下のとおりである。現地調査は，2014 年 8 月 14 日～17 日に実施





IV  ネグロス東州のプロフィール 
 
 図 2 ネグロス東州の位置 
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図 2 にあるように，ネグロス島は，フィリピンの首都マニラから西に 800 キロの中部ヴィサ
ヤ地方に位置し，フィリピンで 4 番目に大きな島である。山脈に隔てられ言語も異なる西州
（Negros Occidental）と東州（Negros Oriental）からなる。 
東州の州都は南端に位置するドマゲッティで，州全体の人口はおよそ 123万人とされている。
農地は約 24 万ヘクタールで全体の 44%を占めている。傾斜が 18%以下の土地が農業に適して
いるとされる中，傾斜 40%以上の山地が全体の 69%を占める非常に山がちな州となっている。
ネグロス東州の農業における最低法令賃金は，2014 年時点で 1 日 287 ペソと定められている10）。 
 今回訪問した二つの郡は，人口 73,000 人で 23 村から構成されるサンタ・カタリーナ（Santa 
Catalina）と，人口 40,000 人で 27 村から構成されるマンフヨッド（Manjuyod）である。そ










        
図 3 サンタ・カタリーナ郡        図 4 マンフヨッド郡 
 
                                                          
10) ここでのネグロス東州に関する情報は，［Department of Agriculture 2011］に依拠している。 
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出典： ATJ 資料より筆者作成 
 









在まで，おおむね全体の 4 分の 1 以上のバナナを日本に出荷していることが分かる。 
 また，表 4 と表 5 を比較してわかることは，ネグロス東州は，栽培農家の数が多い割に農家
一戸当たりの生産高は少ないということである。対照的なのがミンダナオのツピであり，農家
数は 113 であるのに，バランゴンバナナ全体の 3 分の 1 の生産高を誇っている。ここから，ネ
グロス東州の栽培農家がきわめて小規模の零細農家であることが分かる。2013 年の農家一軒当
りの日本への平均輸出量を比較すると，ネグロス東州の生産者は 451kg であるのに対し，ツピ














1  マンフヨッド郡の B 生産者組合 
 マンフヨッド郡のバランゴンバナナ栽培農家はいくつかの地区に分かれており，それぞれが
生産者協同組合を組織している。ここでは，今回訪問した B 生産者組合の状況をみてみよう。
B 生産者組合は，2013 年 6 月現在，32 名の生産者で構成される小さな組合である。組合長は，
ほとんどの組合員栽培農家が属している 245 世帯（2014 年 8 月現在）からなる村の村長でも
ある。 
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 経済状況にも改善がみられた。村長の推計によれば，上層が 20%，中間層が 50%，貧困層は








2  2 軒の農家の事例 
 以上がB生産者組合加盟のバナナ生産者が暮らしている地域コミュニティの近年の概要であ
る。次に本節では，2011 年と 14 年にインタビュー調査を行なった 8 農家のうちの 2 軒につい
て事例として取り上げて紹介し，そこから，ネグロス東州のバランゴンバナナ栽培農家の置か
れている状況と直面している課題を取り出してみたい。 










表6 X，Yさんのバランゴンバナナ栽培状況と家計 2011年と2014年の比較 























































に，買付場所まで 2 週間に 1 度とはいえ，1 往復 3 時間もかかる遠方にある自分の畑からバナ
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ナを竿にかついで 2 往復して運んでくるのも，ほかに安定した現金収入源がないからである。




















の子どもが 10 代になった X さん一家では，子どもたちをカレッジに行かせるために足る現金
収入を確保することも重要な目標となっていて，バナナ販売から得る収入を少しでも増やせれ
ばという気持ちがある。 
また，8 人の子どもを一人で育ててきた Y さんは，バランゴンバナナからの収入が自分たち
の生活の基本的ニーズを賄うのに役に立ってきたと話してくれた。生活は楽ではないという。





































































































                                                          
12) たとえば，「自立を強いられる社会」という特集タイトルを持つ『現代思想』34 巻 14 号（2006 年
12 月）所収の諸論考を参照のこと。 










虚構 （small farm imaginary）」という言説の影響力の問題として捉えていて，示唆的である。 





















































出典： Table 1: Annual Average Consumer Price Index by Commodity Group and by Area: 
2011 – 2013, in Philippine Statistics Authority, The Consumer Price Index in the 
Philippines (2006=100): 2013 Annual Report (2013),より作成。 
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 農家が買取価格の据え置きに対する不満を口にするのにはもっともな理由がある。表 7 は，
フィリピン全国と，ネグロス東州が含まれるセントラル・ヴィサヤ地方の，2013 年における年
平均消費者物価指数である。2006 年を 100 として計算されている。セントラル・ヴィサヤの





表8 バランゴンバナナの農場出荷時買取価格 2001-2014年（ペソ／㎏当り） 
 
出典： Philippine Statistics Authority, Bureau of Agricultural Statistics, CountrySTAT, 
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